「国のため」とは　　　　　　　　　　　　　　　　２０１７．５　　　　　　　　　　　　星　屑
「共謀罪」そして２０１７年５月の安倍首相の発言、ますます戦争に向かっているのではないかと心配しています。

まず、このメモの趣旨を五行歌で書きます。（五行歌の歌集「南の風」に投稿しました。６月号に載る予定です。）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
自衛隊を憲法に書こう
すごいことを言いだした
どこまで考えて言っているのだろう
以前、国会で
自衛隊を「我が軍」と呼んだ首相
ならば、旧日本軍がなにをしたか
きちんとした総まとめをしなければ
それが憲法改正の
最初の手続きにちがいない
それなしに日本に軍隊をつくるのは危険

鉄道爆破を中国の仕業とでっちあげて戦争を起こし
気に入らぬ文化人や政治家を脅迫、暗殺し
奇襲攻撃と夜撃ち、卑怯な戦いしかできず
満州では日本人を置き去りにして逃げた日本軍
沖縄では民間人を盾として虐殺
中国や北朝鮮の危険性を
誇張して危機感をあおり
軍を正当化する
そういうひとたちは
旧日本軍のしたことに目をつぶる
日本の庶民にとってこわいのは
外国ではない
国家主義、軍国主義がこわいのは
自国の庶民を虐待し
その先には戦争があるから
「国のため」は
大多数の庶民のためではない
戦場に行かず
戦死者の血をすすり
肥え太る鬼集団のため
とてもいい機会を
作ってくれた
はじめよう
１９４５年までの戦争の総まとめを
憲法改正するならそのあとで
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「国のために死を恐れるな」、「いざとなった時に自衛隊が国民を守るのだ。だから自衛隊をきちんと憲法に書かなくては」　と安倍一派は言っています。

自衛隊のことを「我が軍」と呼んだことで分かるように、安倍一派は自衛隊を日本軍だと思っています。

その日本軍（旧日本軍）は国民を守ったのでしょうか。決してそんなことはありませんでした。１９４５年に満州でソ連軍が攻めてきたとき、日本軍は何万と言う日本人（民間人）を置き去りにして、軍だけ先に逃げてしまったのです。沖縄では、逃げ込んだ洞窟の出口付近に多数の民間人をならべて、軍人は奥に逃げ込んだのです。沖縄のみなさんはいまでも、あの時は米軍が日本軍から救ってくれた、と本心では思っているのです。

軍人だった父から聞いたことですが、戦争の末期に本土決戦（白兵戦になるでしょう）を覚悟していたようです。東京付近では、軍隊は東京中心部から数１０ｋｍくらいはなれた駐屯地にいました。いざ戦争になったら、周辺にいる軍隊を多数中心部に移動させなければなりません。でも、そのときには多くのひとびとが中心部から逃げていて、道路はいっぱいで使えないはずです。どうするのだ、と軍の幹部に聞いたところ、軍の行動に邪魔な奴らは皆殺しにする、と言っていたそうです。それを聞いて、もう軍は狂っている、と思ったそうです。
他国のひとびとに対してだけでなく、自国の人々に対してもさえ、人を人と思わない教育を受け、こういう考え方をする旧日本軍の再現を許しますか？

旧日本軍が何をしたか、を総ざらいするまとめ、総括を国として実施することがぜひとも必要です。そうして、軍にはこれこれのことは決してさせないという、強力な抑制力のある組織、システムを考案、実施しなければなりません。しかし筆者は、そういうシステムは不可能だと思います。ですから、日本に軍を作ることには強く反対します。日本の、自国の庶民に対して危険だからです。

ここに並べたいくつかのメモの中にも書きましたが、これからは、どこかの国が国家として他国に攻め込むということはありえません。ロシアがクリミアを占拠したということがありますが、もともとそこにロシアの軍事基地があったからです。全くの他国を攻めることはロシアでもしないでしょう。中米のコスタリカは１９５０年頃に軍を廃止してしまいました。ゲリラなどで不安定な地域なのに、軍隊が無いから平和になったのです。
国として他国を攻めることはないけれど、急進的な集団が武器を持って攻めてくる可能性はあると思います。しかし、多くても１０００人程度、１万人にはならないでしょう。その程度の武装集団を撃退できる武力があれば十分です。もしかすると、日本の狂った集団が近隣の国に攻め込むことを防ぐために小規模な武装部隊が必要ということもあるかも知れません。自衛隊ではなく、警察でもその程度は可能でしょう。そういう武装部隊にはしっかりした平和教育、人としての愛を理解する教育をしなければなりません。いまの自衛隊はすでに世界で何番目と言うほどの大軍隊になっています。近隣の諸国に脅威を与えるのはマイナスです。もしも自衛隊は維持するとしても、規模を縮小するべきだと思います。それで教科書無償化や研究開発費の大幅増額が可能になります。

（＊）旧日本軍は士官学校や兵学校で教育されたひとびとが指揮していました。そういう軍の学校では、人道的なことは教えませんでした。子供の時から幼年学校などで軍事教育しかされていないと、どんな乱暴思想のひとになるかが実証されたのだと思います。捕虜を人道的に扱うということなど、ひとつも考えたこともないようです。（明治の時代には捕虜を正当に扱っていたということですから、それ以降の軍人教育が間違っていたのでしょう。）中国のほぼすべての町で人々（民間人）を皆殺しにしたり、ひどいことをした軍人たちは、敗戦で中国の捕虜になったとき、中国のみなさんに悪いことをした、という感覚、意識が全くなかったそうです。天皇のため、という魔の呪縛で頭脳がしびれてしまっていたのです。みなさんは、そういう平気で人を殺せる軍人が沢山町を闊歩し、２・２６事件のように気に入らない作家や政治家を脅迫、暗殺する社会を招きたいですか？

（＊＊）このＨＰに出したほかのメモにも書いたことですが、軍が（軍事力で）日本を守ることは実は不可能なのです。どこかの外国が日本を攻めようと本気で思ったら、守る手段はありません。それは、日本の国土が細長く、「奥地」がないからです。敵が攻めてきたら、敵の前線の兵力を本土の主要部、人々がたくさん住んでいる地域に達する前に破壊しないと守れませんが、それが日本の地形では不可能なのです。一つの例として：今では２００ｋｍとどくロケットはどの国でも持っていますが、１００ｋｍ離れた海上からそのロケット（ミサイル）で日本の海岸地域をピンポイント攻撃することは非常に容易です。高速道路や、新幹線、原子力発電所、石油備蓄基地は海岸にあります。これらにロケットを打ち込んで日本の国内を混乱させることは、どんな国にでも可能です。

防衛には敵との間にある程度の広い「緩衝地帯」が必要です。それがないと防衛できないことは明治時代にも分かっていて、当時の脅威だったロシアに対して朝鮮半島や満州を緩衝地帯とするために、朝鮮半島に攻め込み、満州も占領したのです。いまは、そんなことは不可能です。すなわち、武力で日本を守ることはできないのです。このことをきちんと心に留めておいてください。何かのひょうしに戦争が始まったら、その時点で日本は壊滅したも同然です。



















